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【目的】 

本研究の目的は脳卒中患者の下肢痙縮による歩行障害に対する効果的な治療法を明らか

にするため、A型ボツリヌス毒素治療と集中的リハビリテーション（以下、リハ）の併用

治療群と集中的リハのみの単独治療群において、その効果を比較検討することである。 

【方法】 

対象は下肢痙縮の A型ボツリヌス毒素治療のため入院した脳卒中患者 19名。グループⅠ

（9名）では A型ボツリヌス毒素治療を実施後、集中的リハ（6単位/日×5日間/週）を

4 週間提供した。グループⅡ（10 名）ではまず同様の集中的リハのみ 4 週間提供し、そ

の後 A型ボツリヌス毒素治療を実施後、さらに 4週間の集中的リハを提供した。A型ボツ

リヌス毒素治療においては合計 300 単位を上限とし、痙縮の程度に応じて薬剤を配分し

て対象筋に投与した。痙縮評価として足関節底屈筋群の MAS、足関節背屈 ROM（Range of 

Motion）、機能評価として最大歩行速度（10m歩行テスト）、6分間歩行テスト、Timed Up 

and Goテスト、Berg Balance Scaleを用い、治療前後 4週ごとに評価を行った。 

【結果】  

評価項目のグループ内比較では、グループⅡの BBS を除き、グループⅠとⅡの全ての評

価項目が治療前後で有意に改善した。グループⅡでは A 型ボツリヌス毒素治療併用前の

前半 4週に比べ、A型ボツリヌス毒素治療併用後の後半 4週でさらに最大歩行速度や 6分

間歩行テスト、TUGが改善する傾向が認められた。グループ間比較では、4週後評価にお

いてグループⅠで MASおよび ROMが有意に改善し（p=0.016および p=0.011）、6分間歩行

テストが有意に改善した（p=0.009）。 

【結論】 

4週後評価におけるグループ間比較では集中的リハのみの単独治療群に比べ、A型ボツリ

ヌス毒素治療と集中的リハの併用群において MASや ROMが有意に改善し、機能評価では 6

分間歩行テストのみが有意に改善することが示された。下肢痙縮に対する A 型ボツリヌ

ス毒素治療とリハの併用において、6分間歩行テストの歩行能力の改善の指標としての有

用性が示された。 

 


